






















A case study upon nursing care for parents of the first
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回は患者を主にサポートしている親を対象としたが，実
際には医療者や他の患者の家族からの情報やサポートを
得て，患者を含めた家族全体が影響を与え合いながら，
退院後の地域での⽣活を形作っていると思われる．今後
は，初回⼊院を体験した家族全体のシステムにいかに働
きかけ，どんな看護援助を提供していくことが必要なの
かを明らかにしていきたい．
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